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研究成果
窒素飢餓条件で巨大な構造体を作るカピは 18SrDNA
の塩恭配列の比較から，Aヂergilus属であることが判明
した.この構造体の電顕観察を行った結果から，このも
のは巨大な胞子嚢であると考えられた.類似の構造体が 
A斤tmiga仰s1:観察されているが， 窒素飢餓でこのよう
な構造体を作る原因は不明であり，今後の検討課題であ
る.
真菌症病原菌として重要な Candidaalbicansが亜硝酸
から亜酸化窒素 (N20)までの脱窒を行う活性を示すこ
とが?当研究室で見出されている. しかしC. albicansゲ
ノムにはAspergillusoryzaeや Fusariumなどに見出されて
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いる亜硝酸還元酵素 (NirK)や P45unorの遺伝子が存
しない. また一酸化窒素還元酵素 (Nor)
供与体の特異性がP45unorと異なっている. 従って c 
albicansの脱窒系は新たな構成成分と生理的意義が期待
される. 感染症に対抗する宿主(ヒト)の手段として?
?ク口ブアージによるー酸化窒素NOの生産は有用で
ある. C. albicansのNor活性の生埋的意義として， この 
NOの攻撃に対する防御機構が候補としてあげられる.
またy この脱窒系がミトコンドリアに局在するかどうか
も興味深い. 感染時の通気条件と思われる微好気条件
で， ミトコンドリアがどのような形態をとるか，観察予
定である.
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研究成果
{研究目的}
多くの真菌類が細胞内外に多量のカタラーゼ (CA)
を生産するが，その生理化学的役割についての詳細は一
部を除いて明らかにされていない. 例えば， CA-アル
コールオキシダーぜ (AOD)系と細胞微細構造(ペル
オキシソーム)との関連についての知見は，メタノール
資化性酵母に限られている.堆肥等の植物組織の分解に
関わるとされている貯熱性糸状菌 1hermoascus仰 rant抑制
は，液体培養において高度耐熱性・耐アルカリ性のカタ
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ラ…ゼを細胞内外に多最に分泌する. しかしながら?な
ぜ，本商が CAを多量に生産するかについての生聴的役
割は明らかにできていない.我々は，すでに，本商にお
いて， CAの基質となる， HzOzの生成には， AODが関
わることを見出し，さらに本菌を炭素源にペクチンを用
いた培地で培養すると AODが通常(ヂンプン培地)の 
10 ~20倍も生産されることを明らかにしている. 本商
のAODは，調べたアルコールの中で，メタノール
も強く作用する. これまでの結果より， 本菌について，
ペクチン→メタノール→ AOD→HZ02→CAの代謝系
とペルオキシソ…ムの存在とが強くかかわりを持ってく
ることが予測される. そこで，本研究課題においては， 
CAとAOD，さらに新たに見出した他の酸化酵素(尿
酸オキシダーゼ)を加えて，これら酵素の細胞内局在性
についてベルオキシソ…ムを中心に観察し，生理的役割
について検討を加えた.
{方法および結果l 
r仰 rantiacusにはグルコースオキシダーゼ (GOD)
の活性は見出されておらず¥ アルコールオキシダーゼ 
(AOD)の存在が知られているが， 新たに尿酸オキシ
ダ…ゼ (UOD)の活性を見出した. 炭素源にヂンプン
を用いた培養で， 細胞に見出される AODとUODの活
性は， この培地にメタノ…ルを添加した場合， AODの
活性が著しく上昇し (10倍以上)， UODの活性はきわ
めて低いレベルに低下した. また， 尿酸を添加した場
合， これとは逆に AODが低下し， UODが上昇するこ
とを明らかにした. CATの活性はメタノール添加で上
昇し， 尿酸ではほとんど変動がないことを明らかにし
た. メタノール資化性酵母において， CAT-AOD共役
系は，細胞小器官であるペルオキシソームに局在する 
とされ， 培養条件により種々の変化(数の増加や肥大
化)が生じるとされている.本商を各種の炭素湖、を用い
て培養し， 得られた細胞を電子顕微鏡により観察しと
ころ， AOD 活性の高い細胞(ペクチン培地やメタノー
ル添加)で， ベルオキシソームと AODの強い関連が示
唆された. また， UOD 活性の高い細胞(デンプン培地
や版酸添加)との関連は確認できなかった. Aspe1苫ilus 
nigerのCAT幽 GOD系は約 90%が細胞控に局在している
が， T aurantiacusのCATとAODは， それぞれ細胞内
に50%，70%，細胞墜には 50%，30%程度局在しており，
細胞控に対する細胞内の局在割合が著しく高かった.そ
の局在割合は培養時期よって変化し，培養後期に進むに
つれ， 細胞内の局在割合が低下したのに対し， CATは
全培養時期にて，細胞墜に全体の 50%が局在し， 高い
割合を示した.また，細胞小器官を単離し，アルコール
オキシダ…ゼが細胞撲とベルオキシソ…ムに局在するこ
とを訴したが，カタラ…ぞは細胞壁やベルオキシソ…ム
だけではなく，サイトゾルにも存在していることが示唆
された.さらに，カタラーゼやアルオールオキシダーゼ
に対する抗体を使用し免疫染色を行った細胞の電子顕微
鏡による観察によってF カタラ…ゼ、は細胞全体に，アル
コールオキシダ…ゼは細胞躍とベルオキシソームに局在
していることを確認した.
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